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十勝農業の今を知り 未来を読み解く

最少人数で効率的に収穫して運搬する「キャベツ自動収穫システム」
（9月、鹿追町）＝ＪＡ鹿追町提供

「鹿追町スマート農業実証コンソーシアム」の現地検討会
（9月、鹿追町）＝ＪＡ鹿追町提供

キ
ャ
ベ
ツ
無
人
収
穫
機
の
開
発
へ

鹿
追
ス
マ
ー
ト
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
冷
涼
な
気
候
条
件
を
生
か
し
て
、キ

ャ
ベ
ツ
が
栽
培
さ
れ
る
鹿
追
町
で
は
、農

水
省
の
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。キ
ャ

ベ
ツ
無
人
収
穫
機
の
開
発
や
ビ
ー
ト
大

型
収
穫
機
を
活
用
し
た
農
作
業
の
省
力

化
、ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
有
害
鳥
獣
の
駆

除
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
で
、永
続

的
な
生
産
基
盤
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は「
加
工
キ
ャ
ベ
ツ
を
導
入
し
た

大
型
畑
作
経
営
で
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術（
鳥
獣
害
対
策
含
め
）の
低
コ
ス
ト
化

を
目
指
し
た
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
体
系
の

実
証
」。本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
。

　
実
施
主
体
は
、Ｊ
Ａ
鹿
追
町
、北
海
道

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、東
京
大
学
、立
命

館
大
学
、農
機
具
メ
ー
カ
ー
、十
勝
農
協

連
、十
勝
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
十
勝

西
部
支
所
、鹿
追
町
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
鹿
追
町
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」（
実
証
代
表
者・今
田
伸
二
Ｊ
Ａ

鹿
追
町
営
農
部
審
議
役
）。

　
最
終
的
に
は
、①
キ
ャ
ベ
ツ
自
動
収
穫

機
を
中
心
と
し
た
機
械
化
一
貫
体
系
を

実
証
し
、省
力
化
に
よ
り
労
働
力
を
50

％
削
減
す
る
②
所
有
者
が
異
な
る
農
地

の
集
約（
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
フ
ァ
ー
ミ

ン
グ
）と
、農
業
機
械
を
計
画
的
に
運
行

さ
せ
て
最
大
効
率
化
を
す
る
た
め
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理（
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
）

で
、機
械
運
行
と
高
能
率
機
械
の
効
率

化
を
図
り
、経
営
コ
ス
ト
の
10
％
削
減・

所
得
の
20
％
向
上
と
の
目
標
を
掲
げ
る
。

　
9
月
に
開
か
れ
た
現
地
検
討
会
で
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
自
動
収
穫
シ
ス
テ
ム
の
実
証
状

況
に
つ
い
て
紹
介
。Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）を
用
い
て
、キ
ャ
ベ
ツ
を
最
少
人

数
で
効
率
的
に
収
穫
し
、運
搬
す
る
様
子

な
ど
を
披
露
し
た
。

　
2
年
後
の
製
品
化
を
目
指
す
キ
ャ
ベ

ツ
の
自
動
収
穫
シ
ス
テ
ム
で
は
、人
工
知

能（
Ａ
Ｉ
）の
ディ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深

層
学
習
）機
能
を
活
用
。収
穫
機
の
カ
メ

ラ
が
、キ
ャ
ベ
ツ
が
あ
る
場
所
を
認
識
し

た
上
で
、土
壌
の
高
さ
を
計
測
し
た
り
、

収
穫
部
の
高
さ
を
調
整
す
る
事
で
、人

頼
み
だ
っ
た
外
葉
を
落
と
す
作
業
や
、キ

ャ
ベ
ツ
を
コ
ン
テ
ナ
に
積
み
込
む
作
業
の

無
人
化
を
図
れ
る
格
好
だ
。

　
ま
た
、キ
ャ
ベ
ツ
や
ビ
ー
ト
の
収
穫
適

期
予
測
や
、低
コ
ス
ト
で
省
力
化
も
目

指
し
た
可
変
施
肥
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
の

実
証
で
は
、デ
ー
タ
の
集
約
化
を
図
る
た

め
、十
勝
農
協
連
の「
十
勝
地
域
組
合
員

総
合
支
援
シ
ス
テ
ム（
Ｔ
Ａ
Ｆ
）」を
活

用
。今
年
度
は
、ほ
場
作
図
や
気
象
情
報

の
提
供
な
ど
、必
要
な
機
能
の
構
築
も

進
め
て
い
る
。


